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ReaD&Researchmapとは 
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ReaD&Researchmapとは 

• 日本の研究者総覧を目指す 

• ReaDとResearchmapが統合したサービス 

• 研究者２２万人が登録 

• ソフトウェアの研究開発は、NII 

• サービスの運営は、JST 
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経緯 

• 統合前のReaD 

–研究者情報の提供を主たる目的としたサービス 

–情報の閲覧者は、登録した本人以外を想定 

– J-GLOBALで情報表示 

• 統合前のResearchmap 

– Web上の研究基盤として、研究者が情報の共有 

–情報発信できる情報を登録する研究者自身のた
めのサービス 
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研究者情報の登録・更新方法 

• 研究者自身による登録・更新 

– Webインターフェース 

–最初の登録は、３通り 

• 科研費研究者番号を記載して申請 

• 既に登録されている研究者からの招待による申請 

• 研究業績を１件記載して、登録申請 

• 研究機関による一括登録・更新 

– Webインターフェースで研究機関担当者がアップ
ロード（2012年3月を予定）、夜間更新 
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研究者自身による登録・更新 

• 外部システムからの研究業績のフィード 
– CiNii、PubMed、Amazon、ArXiv、CiteSeer、KAKEN、 

J-GLOBAL（2012年3月開始予定） 

• J-GLOBAL 
– 日本人の研究成果を網羅的に収録する方向でコンテンツ整備 

– 論文情報だけでなく、特許情報についても、電子化された1993年以降の日本特許（約
900万件）の収録・公開 

– 論文情報については、JDreamⅡに収録されている文献情報（1975以降）に加え、昨年
度には、Web of Scienceの日本人の研究成果の情報の遡及搭載を行った。 

– Scopusの日本人成果についても過去分に遡及して搭載（2012年7月開始予定） 

• これらにより、ReaD&Researchmapにおいては、利用契
約がない有料のデータベースに収録される情報（書誌
情報のみ、抄録は含まない）についても、研究者は簡
単に業績としてフィードができる。 
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業績フィードのイメージ 
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研究機関による一括登録・更新 

• 大学等を中心として１５０機関の協力 

• 所属機関からの一括更新データを活かすか、自
ら直接Webで登録したデータを活かすかは、研
究者本人の意思で、決定 

• ReaD&Researchmapデータを研究機関の研究者
データベースシステムにAPIを通じて取り込むシ
ステムの普及を推進 

• 研究機関が導入する研究者データベースシステ
ム（研究業績管理システム）のパッケージを開
発・販売するソフトウェア会社大手４社に協力を
要請し、４社とも協力の内諾 
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学認を利用した認証対応 

• Step1 
ReaD&ResearchmapはSPとして学認に参加（
目標2012年度当初）  
→学認利用の各大学等の機関環境から
ReaD&Researchmapシングルサインオンが可
能となる。 
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学認を利用した認証対応 

• Step2 
次期e-Radシステムは、IdP、SPとして学認に
参加（2013年1月を目標） 
→ e-Radシステムで学認の認証を受けた利用
者からのReaD&Researchmap シングルサイン
オンが可能となる。 
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学認を利用した認証対応 

• Step3（将来の構想） 
大学の研究業績入力システムの学認参加 
→ ReaD&Researchmapに登録された研究業

績を大学の研究業績入力システムにシング
ルサインオンし、フィードが可能。 
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課題 

• 研究機関の研究者データベースの更新と
ReaD&Researchmapのデータ更新のタイムラ
グ 

• 登録データの利用目的と研究者・研究機関の
協力のバランス 
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